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市両村合併 No.8 

「市町村合併に関す否住民アンケート調査」結果発表!!

合併必要 7.11.20/0 合併必要ない 9.20
/0 

愛媛県市町村合併推進要綱発表以来川内 |町では、市町村合併について、いろいろ論議

されておりますが、昨年の11月 ~ 12月に町民の皆さんが市町村ー合併についてどのように

考えているかを把握、 分析するため IrnlllJ村合併に関する住民アンケート調査J を実施

しました。

20歳以上の町民1 ，200人を対-象に郵送方式で、調査を行なった結果、 705人の方から回答

をお寄せいただきましたので、その集計結果をお知らせします。(回収率58.8%)

アンケート調査にご協力いただきました方に厚くお礼申し上げます。

〈調査について〉
①調査目的 将来の川内町の進むべき方向の参考とするため、市町村合併に関する住民の意

識を把握し 、 今後の合併問題にかかる検討、協議に反映させることを目的とする 。

11月 28 日(水) ~ 12月 10 日 ( 月 )②実施期間

③対象者

④回収結果

町内在住の20歳以上の 1 ，200人 (無作為抽出)

・ 配布数 1 ，200票

- 回収部数 705票

・ 回収率 58.8% 

・ 有効回答数 705票

⑤回答者 男性 42.7% 女性 56.5% 

20代 10.5% 30代 10.8%

50代 18 .2% 60代 20.9%

無回答 0.4%

市町村合併への関心
「川内町の合併問題について

どの程度関心がありますか?J

1 .非常に関心がある 。 27.0% 

2 . 多少関心がある 。 51.5% 

3 . あまり関心がない。 17.3% 

4 . ま っ たく関心がない。 2.1% 

主任 回 笈仁コE 2.1% 

会

無回答 0.9% 

40代 15.3%

70代 24.0%

まったく関心
がない 2.1% 

あまり関Jむ
ない
17.3% 

無回答 2.1 %

非常に関IL'
がある
27.0% 

\一-------- '多少関心がある
51.5% 

広報かわうち



市町村合併の必要性について
「川内町は、周辺市町村との合併が

必要だと思いますか?J

1 . 合併は、すぐにでも必要だと思う 。 10.5% 

2. 合併は、近いうちに必要だと思う 。 18.6% 

3. 合併は、いずれ必要になると思う 。 42.1% 

4 . どちらとも言えない。 17.6% 

5 . 合併は必要ないと思う 。 9.2% 

1m @ メノIヒ4=UbFγ1 、 2.0% 

合併のパターン ι
「川内町が合併する場合、どのような

組合せが一番望ましいと思いますか?J

〈上問で合併は必要と回答 された方〉

1 . 基本パ ターン(松山市、 北条市、 重信町、

川内町、中島町) での合併が望ましい。 16 . 1%

2 . どちらかと言えば、 基本パターンでの

合併が望ましい。 1 1. 0%

3 . 参考パタ ーン(川内町、 重信町)での

合併が望ましい。

4 . どちらかと言えば、 参考パ ター ン での

合併が望ましい。

5 . 他の組合せが望ましい。

無回 答

51.4% 

18.7% 

2.2% 

0.6% 

無回答 2.0%

必要ない \すぐにでも必要
9.2% '" _L__ / 10.5% 

どちらとも
言えない
17.6% 

他の組合せ
2.2% 

どちらかと言えば
参考パターン
18.7% 

いずれ必要
42.1% 

無回答 0 .6%

近いうちに
必要
18.6% 

基本パタン
16.1% 

参考パターン
51.4% 

どちらかと
言えば\基本
/ \ターン

11.0% 

その他詳しい結果内容については、別紙リーフレット

「市町村合併に関する住民アンケート調査結果」をご覧ください。

今回のアンケート調査に よると、 多く の住民のみなさんが合併:問題に高い関心を持ち、 合併の必要性について 、

生活圏のつながりや拡大に伴い、 また、地方分権に対応 した行政基盤を確立するためな どを理由に約7割の人が将

来 「合併は必要j と感じており ま す。 そのうち 、 27.1%の人が「松山市 ・北条市 ・ 重信町・川内町 ・ 中島町」の基

本パタ ーンの合併、 70.1 %の人が íJ 11 内 111]・と 重信IIITJ の参考パターンでの合併が望 ま しいという 回答結果となりま

した。 今後は 、 アンケート調査の結果やお寄せいただいた ご意見を参考に 、 21世紀の新しいまちづくり を目指 して 、

町民のみなさんをは じめ 、 議会や関係自治体と 協議 ・ 検討を進めて参り たい と考えてお り ま すので、尚一層のご協

力をお願い申し上げます。

広報かわうち



12月定例議会報告

1億8 ， 068万 3千円補正
予算

~川内保育園冷暖房空調設備設置工事
重信川河川敷桜改植委託料など~

十
二
月
定
例
議
会
が
十
二
月

十
七
日
開
会
し

、

補
正
予
算
案

な
ど
二
十
議
案
等
を
審
議
し
ま

し
た
。

審
議
案
件
に
つ
い
て
は
発
議

一
件
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可

決
ま
た
は
承
認
さ
れ

、

十
二
月

二
十
日
開
会
し
ま
し
た

。

主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国

民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

、

老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
、

公

共
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
、

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を

合
わ
せ
た
総
額

一
億
八
千
六
十
八

万
三
千
円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計

補
正
予
算
額七

五
、
五
七
四
千
円

補
正
後
の
予
算
額

五
、

二
五
七
、
三
三
O
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
川
内
保
育
園
冷
暖
房
空
調
設

備

設
置
工
事

二
、

八
O
O
千
円

。
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助

0 
事惣

田
クミ
w 

下
外
圃
J~ 
整 0
備三
対 0
策千
工 円

一 、

六
O
O
千
円

。
重
信
川
河
川
敷
桜
改
植
委
託
料

一
一、

0
0
0

千
円

。
道
路
橋
梁
維
持
修
繕
費

三
、

五
O
O
千
円

。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

三
、

O
三
六
千
円

。
農
林
水
産
施
設
災

害
復
旧
費

三
、

一
四
八
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
な
ど
で

補
正
予
算
額

一
九
五
千
円

補
正
後
の
予
算
額

九
一
五

、

五
二
四
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
医
療
給
付
費
負
担
金
な
ど

で
補
正
予
算
額四

O
、

一
八
九
千
円

補
正
後
の
予
算
額

一 、

三
八
五

、

二
六
二
千
円

簡
易
水
道
特
別
会
計

東
谷
地
区
簡

易
水
道
施
設
ろ
過

池
整
備
工
事
な
ど
で

補
正
予
算
額

六
、
三
九
O
千
円

補
正
後
の
予
算
額

一
=
一
ヱハ、

六
五
三
千
円

公
共
下
水
道
特
別
会
計

下
水
道
管
渠
敷
設
工
事
な
ど
で

補
正
予
算
額

一
九
、
五
五

一
千
円

補
正
後
の
予
算
額

七
七

六
、

三
一
O
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な

ど
で補

正
予
算
額三

八
、
七
八
四
千
円

補
正
後
の
予
算
額

六
四
O

、

二
一
O
千
円

0 
熊 て監
田 査
慶 委ーー

委 号般
男 喜議
任 同室
期 意向、

カ{ ，こ

平 つ
成 い

十
三
年
十
二
月

三
十

一
日
を
も
っ

て
満
了
と
な
る
た
め

、

再
任
し
よ

う
と
す
る
も
の
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(同
意
)

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の

期
末
手
当
等
の

改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職
員
も
同

様
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の(

可
決
)

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
等
の

改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職

員
も
同

様
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の(可

決
)

O
川
内
町
情
報
公
開
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

川
内
町
の
保
有
す
る
公
文

書
の

開
示
を
請
求
す

る
権
利
を
明
ら

か

に
す
る
と
と
も
に

、
情
報
公
開
の

総
合
的
な
推
進
に
関
し

必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の

。

(可
決
)

O
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
町

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
国



12月定例議会報告

町長の動静 会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
等
に
関

す
る
法
律
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の

(
可
決
)

O
平
成
十
三
年
度
地
方
特
定
道
路

整
備
事
業
日
地
特
道
第
3

号
市

場
横
灘
線
道
路
改
良
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(
可
決
)

O
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

(
三
内
地
区
)
に
伴
う
字
の
区

域
の
変
更
に
つ
い
て

(
可
決)

幸R

とと
Eコ

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報

生
ロ

継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
十
二
年
度
の
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
は

、

特
別
委
員
会
の
審
査
報

告
を
受
け
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

0 
継 告保
続 健
審 福
査 祉
と 常
な 任
つ 委
て 員
お 会
り 審
ま 査
し 報

た
川
内
町

環
境
保
全
条
例
に
つ
い

て
は
、

常
任
委
員
会
の
審
査
を
受

け
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

O
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
審

査
報
告

議
員
発
議

12/17 12月定例IlIT議会 (第1 日目 )
12/18 産業建設常任委員会

総務文教常任委員会
12120 12月定例 IIIJ 議会 (最終日 )
12/21 土地改良連合会懇話会
12/23 束中村集会所指導事業
12/24 ふるさと交流館クリスマス会
12/26 健康センター運営委員会
12/27 年末夜警巡回
12/28 仕事納め式
1/1 第13回元旦健康マラソン大会

川内 IflT年賀交歓会
仕事始め式
愛媛県年賀交歓会
県同対 |晶玉I~賀交歓会
川内町商工会年賀交歓会
県|町村会定例評議員会
愛媛県栄養士会行政協議会 (中予ブロック)研修会
川内 IIIT成人式

1/4 

1/7 
1/10 
1/11 
1/12 
1/14 

(中
間

)

議会のうごき

O
治
山
・
治
水
事
業
の
強
力
な
推

進
を
求
め
る
意
見
書

土
砂
災
害
か
ら
住
民
を
守

り

、

住
民
の
「
安
全
と
安

心
」
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
で
す

。

(
可
決
)

O
議
長
の
不
信
任
決
議

(否
決
)

呈三三
百円

原質

O
W
T
O
農
業
交
渉
で
新
た
な
貿

易
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
る
請

願

(採
択
)

O
地
方
交
付
税
の
削
減
に
反
対

し
、

地
方
税
財
源
拡
充
を
求
め

る
「
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る

請
願
書

(採
択
)

12/17 12月定例 IlIn義会 (第1 日目 ) 全議員
12/ 18 産業建設常任委員会 常任委員、議長

総務文教常任委員会 常任委員、議長
12/20 12月定例 IIIJ議会 (最終 日 ) 全議員

議会運営委員会 運営委員、議長
12/25 給食センタ一物資購入委員会

総務文教委員長
12/26 健康センタ 一運営委員会

議長、保健福祉委員長
川内問]年賀交歓会 議長ほか
仕事始め式 議長
愛媛県年賀交歓会 議長
県同体協王|三賀交歓会 議長
川内町商工会年賀交歓会 議長ほか
川内 IIIT成人式 議長

1/1 
1/4 

1/10 
1/14 

広報かわうち



平
成
ロ
年
度
決
算
に
つ
い
て

歳
入
面
で
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
に
よ
り

町
税
は
前
年

度
に
引

続
き
法
人
税
割
等
を
中
心
に
減
収

と
な

っ

て
お
り

、

厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
歳
出
面
に
お
い
て

は
、

重
点
的
・
効
率
的
な
支
出
に

努
め
て
お
り

ま
す

。

各
種
財
政
指
数
は
現
在
、
健

全

な
状
況
で
あ
る
も
の
の
、
近
年
の

平
成
ロ
年
度
決
算
の
概
要

平
成
十
二
年
度
の
決
算

が
、
十
二
月
定
例
町
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

、

そ

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
」
エ
q
。

12月定例議会報告

計ム
一
品

自安

本
年
度
の
予
算
の
執
行
に
当
た

っ
て
は

、

平
成
日
年
度
の
台
風
日

号
に
よ
る

未
曾
有
の
災
窓
口に
対
す

る
復
旧
事
業
を
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

町税
1 ， 262.601 千円

21.5% 

自主財源
2，295， 238千円

39.2% 

| 歳入 |

地方交付税
1 ，714.294千円

29.2% 

人件費
938， 0 1 0千円

17.3% 

5 ， 865 ， 650千円

普通建設事業費
1 ，206 ，338千円

22.1% 

民生熊
630 ，230千円

11.6% 

土木賢
786 ，476千円

14.4% 

災害復旧費
798，848千円

14.7% 

公償資
565，674千円

10.4% 

そのf也
163，858千円

積立金 3.0% 
346 ， 9 1 6千円

6.4% 

その他
654 ，776干円

12.1% 
教育資

460 ，321 千円
8.5弘

総務費
479，442千円

8.8% 

衛生費
499，716千円

9.2% 農林水
産業費

558.544千円
10.3% 

歳入総額

繰出金
395.506千円

7.3% 

補助賢等
467 ， 1 27千円

8.6% 

物件費
551 ，750千円

10.2% 

| 歳出 |

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
新

し
い
制
度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た

。

町
債
借
入
の
増
や
町
税
の
減
収

等

に
伴
い
、
財
政
硬
直
化
の
兆
し
を

見
せ
て
お
り

、
今
後
、
健
全
な
財

政
運
営
に
向
け
て
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
、
日

年
3

月
末
か
ら
供
用
を
開
始
し
、

利
用
地
域
の
拡
大
の
た
め

、
引
続

き
管
渠
布
設
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

5 ，434 ，027千円歳出総額

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
健

全
な
財
政
収
支
の
決

算
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。

(千円 )

一一一一一一 歳入 歳 出 差 引

匡l イ呆 869,683 787,223 82 ,460 
老 f呆 1,294 ,796 1,287,930 6,866 
簡易水道 200,367 180,040 20,327 
公共下水道 1,099,901 1,088,823 11 ,078 
ふるさと交流館 252,237 206 ,850 45,387 
介 ~~を 543 ,885 530,645 13,240 

繰越金
331 ，625千円

5.6% 
その他(分担金
及び負担金等)
31 9 ，367千円

その他(地方消 5.6% 
費税交付金等)

町償 317 ， 103千円
387.900千円

6.6% 

特別会計の決算

広報かわうち

。

同
一一額
一
額
一
高

当

一
総
一
総
一
残

人
一
出
一
税
一
債

ト一
歳
一
町
一
町

T
J
一

m
m

一

(平成13.4 .1住民恭本台。IJ~人口 11 ，280人 )

48 1 ，739 円

111 ，932 円

546 ，002 円



平
成
旧
年
分
確
定
申
告
に
つ
い
て

申告書は自分で書いてお早めに

税務署では確定申告書、収支内訳書なと

されることを推進しています。 また、自分で、確定申告書を作成される方のために、下記
日程で記載方法のアドパイスを行います。

(原則として、納税相談の個別通知lは行いません。 無申告にな ら ないよう気をつけてくだ
さい。 )

申告書は自分で書いて郵送で
ご自身の記11慌に基づいて、確定申告書を自分で作成してみましょう 。

税務署から送付している申告書に同封している「所得税の確定申告の手ヲ I J í収支内訳書
の書き方」等を参考にチャ レンジしてみましょう 。 なお、申告書は、税務署まで、持参し
なくても郵送で提出していただいて結構です。

また、給与所得者の還付申告は、申告期間前でも受け付けています。(申告書等は、税
務署か役場税務課にも用意しています。)

所得税の確定申告と納税は、 3月 15日(金)まで
所得税、消費税及ぴ地方消費税の確定申告と納税はお早めに "

所得税. . . 3 月 15 日 (金)まで 消費税及び地方消費税 . . . 4 月 l 日 (月) まで

- 確定申告期間中 (2 月 18 日 ~ 3 月 15日までの間) の税務署員による川内町で、の納税j、目談は行いませんので、 下記
日程表の都合のよい会場をご利用ください。

なお、松山税務署では、確定申告期間中申告相談を行います。

・ 当日、 町の申告相談会場は、大変混雑し、待ち時間が長くなることがあります。 内容的に簡単なものも多 く、

自分で作成できると思われる方が多数含まれています。 自信をもって、まず、自分で作成してみてください。
その上で、分からない点があれば相談していただきますようお願いします。

0確定申告相談のお知うせ

下記日程で確定申告相談を行います。 ご都合のよい会場をご利用ください。 tI(~定申告相談では、税務署、県、市

11IT村税務担当職員及び1見理士が申告書、収支内訳書などの記載のしかた、作成方法について説明します。 なお、申

告書等は、ご自身で作成していただきます。

.受付時間 いずれも午前 9 時~ ll時 午後 11 1寺~ 4 時

.相談内容 所得税、消費税及び地方消費税、贈与税の申告書等の作成

.持参書類 申告書 (税務署から送付された申告書をお持ちの方) 、 源泉徴収票、印鑑、 筆記用具、所得計算に

必要な書類、 医療費領収書、 支払保険料の証明書、 還付金の受取口座の通11辰など

.問い合わせ先 川内町役場税務課 fi966-2224 (直通 ) 966-2222 (代表) 松山税務署 fi941-9121 

市町村名等 開 1lt 日 ぷZZ〉、 J~JJ :t. コ 電話番号
JI[ 内 IIlT 2 月 7 日 (木) 川 内 111] 役場別館2階会議室 966-2222 
重信 町 2月 6 日 付。 重信町農村環境改善センター 964-9400 

1 月 3 1 日 (木) 、
松 山 市 2月旧幽、 7 日附、 8 日幽 松山市役所11階大会議室 948-6296 

1 2 日 (;)() 、 1 3 日 (7jq

北条市 2月 13 1:1 (別、 14 1ゴ (木) 北条市民会館集会主 993-1111 
伊予市 2月71::1 休)、 8 日樹 伊予市民会館4 1時大会議室 982-1111 
砥部 IIIT 2月 5E=[0)() 砥部町 中央公民館 964-4822 
松前 町 2月 14 日 (村 松前町役場3階大会議室 985-2111 

松山税務署
2月 16EI (土ト3月 15 日 (木) 松山市若草町4-3

941-9121 
(土 ・ 日 ・ 祝日を除く ) 松山若草合同庁舎

広報かわうち

ぉ軽快巴M呈目 L亡f

※ H寺間は9 : 00-16 : 00 

命



町
政

。、 ~ews
q 
句

年

金

平
成
昨
年4
月
か
ら
国
民
年
金

事
務
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

。

①
国
民
年
金
保
険
料
は
国
に
直
接

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

・
納
付
窓
口
が
広
が
り
ま
す

。

今
ま
で
町
か

ら
送
ら
れ
て

い
た

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内

書
」

は
、
平
成
凶
年
4

月
か
ら
固
か
ら

直
接
送
ら
れ
ま
す
。

納
付
窓
口
も
全
国
の

郵
便
局

、

銀
行
、
農
協
、
漁
協
、
信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、
国

民
年
金
基
金

、
社

会
保
険
事
務
所
な
ど
に
広
が
り
今

ま
で
以
上
に
納
め
や
す
く
な

り
ま

す
。・

町
の
窓
口
で
は
納
付
で
き
な
く

な
り
ま
す

。

平
成
日
年
度
分
の
保
険

料
に
限

り
、
平
成
凶
年

4

月
末
ま
で
は
、

今
ま
で
ど
お
り
で
す
が
、
平
成
比

年
度
分
か
ら
は
、
町
の
国
民
年
金

係
の
窓
口
で
は
納
付
で
き
な

く
な

り
ま
す
。

・
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
は
引
き
続
き
ご
利
用
で
き
ま

す
。

今
ま
で
口
座
振
替
に

よ
り
保
険

料
を
納
付
さ
れ
て
い

る
方
は

、

希

望
に
よ

り
今
ま
で
ど
お
り
口
座
振

替
が
利
用
で
き
ま
す

。

平
成
凶
年

2

月
か
ら
3

月

に
か
け

て
、
社
会
保

険
庁
よ
り

口

座
振
替
に
つ

い
て
詳
し
い

通
知
書
が
送

間
ω

円

酎
すoz
 

n
uH
明

t
q
u
ι
m
 

u
'

毎

料

q
u
山
川

険

4
1

釦

保
閉
図

録

付
さ
れ
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ

、

。
mu
 

②
半
額
免
除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

「
保
険
料
は
納
め
た
い
が
、
全

額
納
付
す
る
こ
と
は
困
難

で
・
・
・
」
と
い
う
方
の
た
め
に
、

保
険
料
の
半
額
を
納
付
し
、
半
額

を
免
除
す
る
「
半
額
免
除
制
度

」

が
ス
'
タl
卜

し
ま
す
。

平
成
比
年
4

月
か
ら
の

申

請
免

除
制
度
は
、
「
全
額
免
除
」
ま
た

は
「
半
額
免
除
」
の

2

通
り
と
な

り

、
本
人
の
申
請
に
よ
り

、
前
年

の
所
得
に
基
づ

い
て
審
査
さ
れ

る

こ

と
に
な
り

ま
す
。

※
年
金
額
の
計

算
で
は

、

保
険

料
半
額
免
除
期

聞
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た

期
間
の
2

/
3

の
評
価
と
な
り
ま

す
。

た
だ
し
、
半
額
の
保
険
料
を

納
付
し
な
い

月
は
、
保
険
料

未
納

期
間
と
な
り
ま
す

。

③
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
の
対

象
と
な
る
「
学
生
」
の
範
囲
が
改

正
さ
れ
ま
す
。

hy

政
令
で
定

尚
一-
u

め
ら
れ
た

学

\
l
u
q

生
で
年

収
が
\
/

一
変
わ
る
/

一

一
定
以
下
の
/
\

場
合
は

、

申
(

一
一
一
桐
に
基
づ
き
在
学
期
間
中

の
保
険

料
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成

凶
年
4

月
か
ら

、
従
来
の
「
学
生
」

の
範
囲
か
ら
除
か
れ
て
い
た
夜

間

部
、

定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課

程
に
在
学
す
る
学
生
ま
た
は
生
徒

が
、
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
す

。

.問い合わせ先

年金 ---・・ ・ ーーー ー福祉課 (fi966-2223 )

水道. ... ・ 0 ・・・・ 0 ・・・・・ 0 ・ ・・・水道課 (fi966-2238) 

教育・ ・ - )11 内町教育委員会 (fi966-4721 )

もよおし

子育て支援セ ンタ 一 (fi966-2080 )

ーー体育協会事務局 (fi966-4721 )

広報かわうち

。

新
刊
案
内

い
ち

患 浮
ーι_J /，λ Tこ
電器晶 子

E 著
徹夜明けのオ トコというフ レーズにくらっ
ときたり、ナルなオトコに慈しみを感じたり
する著者が、オトコとはいかなる存在かをズ
パリ解き明かす、愛に溢れた男性分解書。



道

給
水
装
置
工
事
業
者
の

追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
日
年
日
月
に
給
水
装
置
工

事
業
者
と
し
て

追
加
指
定
し
た

業

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

口
同
河
井
設
備

伊
予
郡
砥
部
町
高
尾
田
1

1
3

7

番
地
2

(2
9

5
7

・
4
7

2
1
)
 

口
同
土
居
設
備

松
山
市
森
松
町
4
6
1

番
地
3

3

(2
9
5
6

・
5
2
3

7

)

z.. 
月

園
教
育
行
政
に
関
す
る
相

聞
談
窓
口
開
設
に
つ
い
て

多
様
化
す
る
社
会
情
勢
と
と

も

に
地
域
の
教
育
環
境
も
大
き
く

変

わ
っ
て

い
ま
す
。

こ

の
よ

う
な
変

化
や
多
岐
に
渡

る
教
育
に
関
す
る
意
見

、

要
望
等

に
教
育
委
員
会
が

的
確
に
対
応
す

る
た
め

、

平
成
比
年
1

月
日
日

か

ら

教
育
委
員
会
学
事
謀
に
教
育
行

政
に
関
す
る
相
談

窓
口

を
設
け

、

教
育
に
関
す
る

相
談
や
、
ご
意
見

を
お

聞
き
い
た
し
ま
す

。

お
気
軽

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

口
川
内
川

中
央
公
民
館
内

川
内
町

教
育
委
員
会
学
事
諜

(2
9
6
6

・
4
7
2
1

)

契
約
は
よ
く
理
解
し
て

慎
重
に

近
年
の
消
費
者
を

取
り
巻
く
環

境
は

、

-
T

革
命
の
進
展
や
雇
用

構
造
の
変
化
な
ど
め
ま
ぐ
る

し

く

変
化
し
て
い
ま

す
。

成
人
式
を
終

え
て

、

大
人
の
仲
間
入
り
を

し

た

皆
さ
ん
も
こ
う

し

た
社
会
に
旅
立

た
れ
た
わ
け

で
す
が

、

次
の
よ
う

な
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

口
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
通
販

イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト

を

使
え
ば

、

自
宅
か
ら
株
々
な
も
の
が
買
え
ま

す
が

、

マ
ウ
ス
の
操

作
を
し
て
い

る
う
ち
に

、

い
つ
の

間

に
か
注
文

し
た
こ
と
に
な

っ

て
し
ま

っ

た
、

事
業
者
が
雲
隠
れ
し
て
し
ま
っ

た
、

と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て

い
ま
す
。

口
マ
ル
チ
商
法

「知
り
合
い
を
組
織
に
参
加
さ

せ
、

販
売
員
を
増
や
せ
ば
あ
な
た

の
儲
け
に
な
る
」
と

誘
っ
て

、

そ

の
人
を
販
売
員
に
し

、
加
盟
料
や

商
品
購
入
等
の
負
担
を
さ
せ
る

取

引
で
す
。

勧
誘
の
時
に
は

、

「
簡

単
に
高
収
入
が
得
ら
れ
る

」
な
ど

と
い
っ
た
調
子
の
い
い

ト

l

ク
が

使
わ
れ
ま
す
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら

口
日
時

2

月

9

日

ω

午
前
9

時
ぬ
八
刀1
1
時

(
受付
9

時
1
9

時
却
分
)

口
場
所

川
内
保
育
園

口
内
容

絵
本
の
読
み

聞
か
せ

・

絵
本
の

紹
介
と
講
話

・

表
現
遊
び

あ
お
ぞ
う
広
場

お
友
達
や
お
母
さ
ん
と

一
緒
に

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

毎
週
金
曜
日
午
前
9

時
1

1
時

ロ
月
か
ら
3

月

ま
で
の
寒
い
聞

は
健
康
セ
ン
タ

ー

の
「
こ
と

ば
の

教
室
」
で
行
い
ま
す
。

子
育
て
で
困

っ

て
い
る
こ
と

、

悩
ん
で
い
る

こ

と
が
あ
れ
ば

(E

9

6
6

・
2
0

8

0

)
ま

で
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

第
叩
回
川
内
駅
伝
競
走

大
会

口
日

土
寸

2

月

げ
日
間

(荒
天
中
止
)

受

付

午
前
9

時

開
会
式
午

前
9

時
却
分

午
前
日
時

ス
タ
ー
ト

口
場
所

川
上
小

学
校

口
対
象一

般
及
び
中
学
生
、
小
学
生

口
参
加
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

体
育
協

会
事
務
局

(
E
9
6

6

・
4
7
2
1

)
ま

で

海
馬
が
耳
か
う

駆
け
て
ゆ
く
3

彰

菅
野

息
子
が
、

海
市
の
か
な
た

青
山

著

旅は続くよ、どこまでも。 待っている
のは食い倒れ?はたまたハッピー ・ ウェ
デイ ングか I ? 小説家 -菅野彰の日常を
綴る爆笑工ッセイ、第 3 弾。

な
ぜ

文
芸
春
秋

2000年4月名古屋5千万円恐喝事件で
主犯格とされた少年の両親が、加害者の
親の立場から見た事件の推移と、 少年の
生育歴を語る。

淳
平

d 者

戦争末期、謎の爆沈を遂げた戦艦「睦
奥J。 サルベージ技術者、永田町、霞ヶ閣
の人々の後を追い、「陸奥J の戦後史を調
べ上げる。

。
広報かわうち



匝彊
くすの木児童クラブ(学童保育)
入会申請受付についてお知うせです

福 祉

川上小学校校区において、放課後児童の安全性と健全な育成を補助するために、家族や親族の不在
等で保護に欠ける児童 (小学l年 ~3年生) を預かり 、 学童保育を実施しています。 平成14年度の学童保
育を希望される保護者の方は、下記のとおり入会の申請を受け付けま すので、申請書類を 川内町役場
福祉課へ提出してください。' 申請書類は福祉課にあ ります。 I=P鑑を持参してください。
なお 、 選考は書類審査のほか面接を行い、入会の決定をします。

対 象 川上小学校校区の新 I 年 ~ 3 年生

開設時間 開校日の放課後~午後5時30分
※長野l休暇中の開設時間はこの限りではありません。

定 員 概ね30名

費 用 実費 (毎年 、 保護者会で決定します。)

受付期間 平成 14年 2 月 1 1:1 (金 ) ~ 2 月 15 日 (金)

(土 ・ 日、祝祭日は除く )

受付場所 川内 IUT役場 福祉課 fi966-2223

面接日 平成 14年 2 月 23 日 (土 ) .24 日 ( 日 )

問い合わせ先 福祉課福祉係 官966-2223

‘ 

下水道排水設備工事と指定工事店追加のお知うせです

が
お

ト

の
工
て
ま
在
家
終
な
ま

川

店
九
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川内町下水道排水設備指定工事店 (平成13年6月 1 日 ~平成13年 12 月 1 日追加分)

指定番号 指定工事店名 営業所所在地 電話番号

33 松本水道工事株式会社 松山市山越二丁目 5番37号 924-4858 

34 株式会社 ホーム設備 松山市余FI 中二丁目 2番1号 973-6895 

35 有限会社 日野水道 松山市清住二 r 1~11066番地4 952-5252 

36 I 有限会社 門屋設備 松山市居相 111]・ 191番地7 956-3713 

37 I 有限会社 フジモト設備 温泉郡重信町大字牛測 1846番地6 964-8221 

38 株式会社交建社 松山市今在家 11町328番地 969-8690 

39 池田水道工業 株式会社 松山市桑原七丁目 6番32号 945-4820 

40 株式会社 石丸総合設備 松山市来住IUn490番地11 958-3101 

41 藤原設備 温泉郡重信町田窪1597番地 964-3532 

42 有限会社設備社おおうえ 松山市来住IllT644番地5 975-5317 

43 にゅうのや電気水道 重信町大宇田窪1833番地l 964-2057 

44 中屋敷住宅ホーム 。|予~lII松前 118・大字永田3番地4 984-2433 

45 I くるしまホームサービス 伊予郡松前町大字永田324番地l 984-7378 

46 有限会社八倉水道工業所 | 松山市立花六丁目4番23号 945-8484 

47 株式会社大手[1設備 松山下11居柱|町 137番地l 956-8322 

48 株式会社津守 松山市立花二丁目 6番9号 931-5360 

49 有限会社河井設備 伊予郡砥部町高尾田 1137番地2 957-4721 

50 有限会社土居設備 松山市森松 IlIT46 1番地33 956-5237 

下水道

ぬ
広報かわうち



<Ø) おめでとう 成人式 <Ø)

新成人の20歳の門出を祝う川内町成人式が、 1 月 14日、中央公民館で行われ、あでやかな

晴着やスーツ姿の新成人88名(男38名、女50名)が参加しました。

式典では、大西町長の式辞、記念品贈呈(代表受領者和田克巳さんL 来賓祝辞のあと、新

成人を代表して戸井久志さんが“国際的視野で物事を見つめ、豊かな創造力を培い、自覚を

新たに社会に貢献できるよう努力していきたい" という力強い誓いの言葉を述べました。

式典終了後は、屋外での記念撮影や、新成人自う企画した茶話会で、ひさしぶりに再会した

友人や思師と旧交を温め、終始なごやかなムードの中、 20歳の門出を祝いました。

広報かわうち

命



似ラレポート(事
川内町社会福祉大会

& 
ボランティアの集い

去る12月 9 日、川内町中央公民館で、社|品創立回周
年とボラ ン テ ィア国際年を記念して、川内 I11T社会福
祉大会&ボランティアの集いが開催されました。
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パネル展示
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高齢者の交通事故防止をはかるための川内 I11T高齢者
交通安全推進大会が、 1 2 月 10 日、 川 内町中央公民館で
開催されま し た。
お年寄 りや関係者約 100人が参加した大会では、交通

安全の講話や l映画 、 反射材ステッカーの配布、 IUT内業
者に よ る自転車やオ ートハイ の無料点検などが行われ
ました。

1 月 4 日 から 7 日まで広島市で、全国42都道府県の代
表が集結し 、 第 10回全国小学生バ ドミントン選手権大会
が行われました。
川内シ‘ユニアバドミントンクラブから愛媛県代表として

東将平君が出場し、 2 回戦 ま で勝ち進みました。 東君は
「全国大会に出場する選手の技術の高さを感じました。 今
後の練習に頭張りたい」 と意気込みを語ってくれました。

去る 11月 25 1::1 、 第 6 [[1 ひうち ライ オンズクラブ旗争奪
小学校バレーボール大会が、新居浜市民体育館で、聞かれ、
川上スポーツ少年団バレーボール部が優勝しました。
初戦から決勝戦までのすべての試合で 1 ゲームも落と
さないみごとな勝利でした。

広報かわうち

12月 2 日 . 8 日 にかけて、松山市長杯小学校バレーボー
ル大会が開催されました。
出場した川上スポーツ少年団バレーボール部は、予選 リ

ーグを通過し、決勝トーナメントに進み、決勝ii役まで勝ち
あがりました。 結果は55校中 2 位と大健闘でした。

会
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|町内外から433名の参加者を集め、恒例の元旦健康マラ
ソン大会が、 川上小学校で開催されました。
参加者は、新春の街を駆け抜け、心地よい汗を流しまし . 

た。 上位入賞者は、次の皆さんです。

クフス日IJ 氏名 クフス別 氏名 クラス別 氏名

k3 m f立 弓立哲大 k5 m イ立 内田栄治 1k0 m f立 久保 匡史

コ イ2立 小野義正 コ
f2 立 大西定則 コ

f2 立 猪羽由秀
ス

f3 立 鈴木信也
ス

f3 立 佐伯 寿典
ス

f3 立 今井幹也(男) (男) (男)

k3 m f立 弓立紗耶力[1 k5 m イ立 小池総子 1k0 m イ立 藤田恵美

コ & 亀井 l咲希 コ
f2 立 坂元美l咲 コ

f2 立 桂 公子
ス

f3 立
ス

f3 立
ス

イ3立 倉橋奈都美(女) 野口佳美 (女) 西田キ1:1代 (女)

: さくちの湯クリスマス会

クリスマスイ

ブの 12 月 24 日、
. さくらの湯にサンタクロースが現れ、来館者にプレゼン
: トを配りました。 このサンタクロース、 実は大西IIIT長で
. 子供述に ITII まれて、終始笑顔をふりまいていました。

..•••.•••• 

12月 16 1:1 、動く えひめこどもの城が、川内町中央公民
館にやってき ました。
参加した子供述は、児童厚生員による紙芝居やゲーム

遊びに目を輝かせていました。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ..... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • • 

七草がゆを食べ~つどい
1 月 7 1:1 、 仁|コ央公民館 2 階ロビーで、「七草がゆを食べ : 

るつどい」が、聞かれました。 : 

花の会ボランティア主催で行われたこの集いには、 150
名以上の人が訪れ、今年の健康を祈りながら、七lTiがゆ
をIi未わっていました。

広報かわうち

-年 ・末 。少・年・夜・警 ・
年も ~.Ip しつま った 12月 26 1:1 、 恒例の少年夜讐が行わ

れました。
寒風のふく中、法被姿で、 すっかり消防団員になり

き った子供たちは、 手に提灯や拍子木を持ちながら、
夜警に出動していきました。

ぬ



「みん芯のひろばj に耳寄りな情報をお寄せください。

満 1 j罷おめでとうのコーナーでは、 3月生まれの

満 l 歳児を募集します。 2月5日までに役場総務課広

報係 (n966-2222) へ写真とコメントをお寄せく

ださい。
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(2月 28日生)

いつもにこにこ元気な凌くん。
明るく、たくましく育ってね。

(父母より )
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~婦人会かう~
先日の三世代交流フェステイパルでは、

お世話になりました。 三世代の200人が大ホ

ールに集い 、 手をつないだり、体をふれ合

っ たり、笑いあったりしているなかで、 互

いの世代を理解しあうことができました。
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無
理

中

0温泉郡婦人教育研究会(第 6 回桜学級)

日時 2 月 2 EI (土 ) 10 : OO~ 13 : 00 

場所 中央公民館大ホール

内容

・講演「紳j 一家庭の糾 ・ 地域の緋一

・ 誹 I::m :Ij;_見志満子先生

元気の出る心にひびくお話が聞けると思

います。 誘い合わせてご参加ください0

.昼食と産地交換

中島、重信、 川内の特産を販売します。

O桜学級聞外研修
日時 2 月 23 日 (土)

02月ボカシ作り
日時 2 月 24 日 ( 日 ) 14 : OO~ 

場所 中央公民館

内 容 米のとぎ汁ーをご持参ください。 米

のとぎ汁発酵液を作っ て生活に役

立て、川の水をきれいにしましょう 。
選

武
士

友
親実

義
国

紫
渦

会
広報かわうち
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番
地

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指

導
課
県
営
住
宅
係

(2
9
4

1

・
1
1
1
1内

線
4
4
3

)

∞
伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
2
6
9

番
地
松

山
地
方
局
伊
予
土
木

事
務
所

用
地
管
理
課

(宮
9
8
2

・

1
2
0
5

)

口
抽
選
日

3

月
1

日

幽

q
d
土
寸
ハ
U
、J

-
H
3
J
f
i
 

川
内
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

現
在
、
松
山
自
動
車
道
に
お
い

て
凹
車
線
化
の
工
事
を
進
め
て
お

り
、
今
般
、

川
内
ト

ン
ネ
ル

(添

谷
Et
-
-
P
相
之
谷
間

)が
貫
通
し
ま
す
。

そ
こ
で

、

貫
通
式
に
参

加
頂
け
る

町
内
に
在
住
す
る
親
子

(対
象
は

小
学
生
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

口
日
時

(
予
定
)

平
成
比
年
3

月
下
旬
(
春
休
み

期
間
中
)

口
募
集
組
数

町
内
に
在
住
す
る

小
学
生
親
子

日
組

(準
備
の
都
合
上

、

先
着

順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

)

口
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

附
森
紺

・

側
ハ
ン
シ
ン
建
設
共

同
企
業
体

川
内
ト
ン
ネ
ル
工

事
事
務
所

岡
・

福
固
ま
で
。

(2
9
6
0

・
6
6
3
0

)

口
受
付
時
間

午
後
l

時
i

午
後
5

時
ま
で

口
締
め
切
り

2

月
お
日
同

も
よ
お
し

青
少
年
期
を
考
え
る
1

家
庭
づ
く
り
講
演
会

青
少
年
期
の
子
を
持
つ
家
族
や

地
域
の
方
々
を
対
象
に

、

青
少
年

期
の
親
子
関
係
や

心
の
交
流
の
あ

る
温
か
い
家
庭
マ
つ
く
り
に
つ
い
て

共
に
考
え
る
場
を
提
供
す
る
た
め

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

口
日
時

2

月

2

日

凶

日
時
却
分
1

日
時
卯
八
刀
(開
場
日
時

)

口
場
所

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

多
目
的
ホ
l

ル

松
山
市
山
越
町
4
5
0

口
内
容

青
少
年
の
心
の
問
題
と

家
族
の

料
1

家
族
療
養
の
実
践
か

ら
1

口
講
師

亀
口
憲
治
先
生

(東
京
大
学
附
属
学
校
臨
床

総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

)

私
た
ち
の意
識
を
ち
ょ
っ
ぴ
り

変
え
る
く
らし
の
学
習
と
交
流
会

土
寸

2

月
口
日
制

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館
第

一
学
習
室

口
内
容

松
山
東
雲
短
期
大
学
助
教
授
の

桐
木
陽
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「
人
と
人
が
支
え
合
う
社
会
ご
つ

く
り
の
た
め
に
」
や
デ
イ
ス
カ

y

ン
ヨ
ン
な
ど

口
対
象

小
学
生
以
上
は
ど
な
た
で
も
結

構
で
す
。

(託
児
も
可
能
で
す
。

)

口
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
山

崎
久

美
子
(2
9
6
6

・
5

0
2
9

)

口
日

3
土
寸
1

5
寺

l

H

1

H
 

本目

日炎

人
権
相
談
所

口
日

時

2

月
6

日

制

コ
国
務
庁

「
l

』+
l
'
F
E
J

日
時
1

日
時

川
内
町
中
央

公
民
館

口
相
談
内
容

差
別

、

家
庭
内
の

問
題
、
近
隣

と
の
紛
争

、

借
地
・
借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

広報かわうち

人
権
擁
護
委
員

い
じ
め

-
な
や
み
等

の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

8

時
却
分
1

げ
時

口
場
所

川

内
町
中
央
公
民
館

2

階

教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無料
・

秘
密
厳
守
)

ぬ



ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

骨
髄
バ
ン
ク

に
登
録
を

インフォメーシ ョ ン

毎
年
六
千
人
の
方
が
、
突
然
、

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

「
骨
髄
液
の
提
供
(
骨
髄
移
植
こ

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
は
患
者
さ
ん

と

骨
髄
提

供
者

(ド
ナ

l

)
の
白

血
球
の
型

(H
L

A

型
)
を

一
致
さ
せ
る

必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の

一
致
す
る
確

率
は
兄
弟

姉
妹
問
で
四
人
に

一

人
、
そ
れ
以
外
で
は
数
百
万
人
か

ら
数
万
人
に

一
人
と
ま
れ
な
た

め
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨

髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま

す
。全

国
で
ド
ナ

l

登
録
三
十
万
人

を
目
標
に

、

骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛

県
で
は
(
骨
髄
パ
ン
ク

登
録
窓
口

)

を
次
の
と
お
り
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
二
十
歳
か

ら
五
十
歳
ま
で
の

健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

ま す
す
)事

fllJ 

予
約
を
お
願

し

施設名 開設日 問い合わせ先 電話番号

西条中央保健所 月日程日 西条市喜多川 769- 1 (保健企画課医療係) 0897-56-1300 

今治中央保健所 月 H程 日 今治市旭IIIJ・ 1-4 - 9 (健康増進課感染症対策係) 0898-23-2500 

八幡浜中央保健所 火曜日 八幡浜市北浜1 -3-37 (保健企画医療係) 0894-22-4111 

宇和島仁ド央保健所 火曜日 宇和島市天神 111T7- 1 (保健企画医療係) 0895-22-5211 

愛媛県骨髄データ 月曜日 松山市高岡町80-1 089-973-0700 

センター 水|曜日 愛媛県赤十字血液センター内

産
業
別
最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
局
で
は

、

産
業
別
最

低
賃
金
を
改
正

し
、
昨
年
ロ
月
お

日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

改
正
後
の
最
低
賃
金
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
最
低
賃
金

(
一日
・
五
、
八
六
九
円
・

一
時

間
七
三
四
円

)

②
一
般
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

金
(

一
日
・
五

、

九
九
四
円

・

一

時
間
七
五
O
円
)

③
電
気
機
械
器
具
製
造
業

最
低
賃

金
(

一
日
・

五
、

六
四
九
円
・

一

時
間
七

O
七
円
)

④
船
舶
製
造

・

修
理
業

、

舶
用
機

関
製
造
業
最
低
賃
金
(
一
日
・
六

、

O
八
一
円

・

一
時
間
七
六

一
円
)

⑤
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金

(
一日
・

五
、
三
二
六
円
・

一
時

間
六
六
六
円

)

口
詳
細
等
の
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

2
9
3
5

・
5
2
0
0

松
山
労
働
基
準
監
督
署

E
9
3
5

・
5
2

1

5

2月24 (日)は、

町内美化清掃です fI

らごみの収集日
清掃センター電話 966-4989

“みんなの町をみんなできれいにしましょう"

税金電話相談(タックスアンサー)を開設

松山税務所

タックスアンサーは、電話・ファクシミリで

税金の疑問にコンピューターがお答えをする

システムです。

収集Iilil 日 収集地 i或 収集変更日又は収集休止日

月-木
東谷・西谷 ・ 土谷 ・ 滑川 2月 11 日 (月)は 、
奥松瀬川 ・天神 2月 1 2 日ωに収集

Hιuï 

北方東 ・ 北方西
火金

南方東・南方西
変更な し

im! 

水 ・ 土
町西 ・ 町東(天神を除 く)

変更なし
山田 ・ 横灘団地・前松瀬川

1. もえ るごみ

松山地域のタ ッ クスア ンサー電話番号

089-921-7799 

会イ ンタ ー ネッ ト・携帯電話からも o K! 

ベットボトルー ガフス ー s<:
有資源回収

ZE き缶芳!
収集地域 トレイ類 ピンJ，í1及び

乾屯池îtiもやさないもの 蛍光灯類

東谷 ・ 西谷土谷-滑川
2/4(月) 2パ 4休) 2/1 8(月) 2/25(月)

奥松瀬川 ・ 天事11

北方東 - 北方j!!j ・ 南方策
2/5ω 2/1 5(金) 2/ 1 9ω 2/26ω 

南方jLlí

町西 . I町東 (天神を|徐く :1 2/6(水) 2パ 3(7]<) 2/20(水) 2/27附
J.LJ I王1 ・ 4質 j難団地-前松瀬川

2. もえないごみ ・ 有資源回収

http://www.taxanser.nta.go.jp/ 

命
広報かわうち



2月健康情報

|臨調1;閥
0健康相談・栄養相談

血圧測定、 尿検査を行ってい ます。 健康に関する こ とは

お気軽にご相談ください。

日時 毎週水曜日 午前9時 ~ 12時

場所 健康センター l階運動指導室

Oこころの健康相談

不安定な精神的状態やお年寄りの痴呆等の相談をお受け

しています。

日 時 2月 8 日 (金) 午後l時30分~ 3時30分

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、 事前に保健婦までご連絡ください。

O滑川健康相談

日時 2月 20 日 (水)
場所 海上集会所 (午前11 1時 ~ 12時)

生活改善センタ ー (午後l時30分~ 2時30分)

九騎 (午後3時~4時)

0予防接種

EI 11寺 対象児と注意事項

3 ヶ 月 ~ 7歳6 ヶ月の乳幼児。

三種混合
2月 6 日 (水) * 百日咳にかかったことのある
午後2時 ~ 311寺 方は二種混合 (破傷風、ジフテリ

ア ) を受付で申し出て下さい。

2 月 12 日 (火 )
3 ヶ 月 ~ 4歳の乳幼児。

ツベル 7 リン * 2EI 後にツベルタリン反
反応 午後2時 ~ 3時

l芯判定をします。

3 ヶ 月 ~4歳の乳幼児。
2月 141:1 (木 ) * ツベルクリン反応判定

BCG接種 午後211寺 ~ 3時 で、陰性の乳幼児のみに按
種し ま す。

2 月 28 EI (木 )
1i設~ 7歳6 ヶ 月の者。

原L * 原則として、麻疹接種後
午後2時~ 3時

に受けて下さい。

場所 健康センタ- 2階

持参品 母子健康手帳、予防接種手11展、体j昆計

長ーーi市
日 時 2月 141:1 (木 )
場所 川内町役場別館前午前9時~ 12時

三浦精機附 午後1時30分~4時

11a剖福岡町踊ta悶悶i岨
日時 毎週月曜日午前8時30分~ 9時

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録を している犬は鑑札、狂犬病予防注

射 I斉票
会 不幸な犬をつくらない為にも 、 繁殖を希望しない場

合は、不妊 ・ 去勢手術に努めましょう 。

日 当番医

3 日 ( 日 1程 日 ) 中川病院

10 日 ( 日 H程日 ) 西本整形外科

11 日 (建国記念日) 中川 f荷 I:，'C

17 日 ( 日 i曜日 ) 泉 |村手|

24 日 ( 日 H程 日 ) 国立療養所愛媛病院

住所

, 
r 

松山市南続本 IIIJ

重信 IIITI到窪

松山市南悔本 IIIJ

川内 IIIT南方

重信 111] 航河原

電話

976-7811 

964-1611 

976-7811 

966-2226 

964-2411 

『スギ花粉症対策』 健康百科
~薬の服用はお早めに~

春が待たれる頃ですが、スギの花粉症の方には憂穆な時

期の到来でもあります。 しょうがないと諦めてしまう前に‘少
しでも快適に過ごせるように参考にして下さい。

2月中旬のポカポカ陽気が続いたある日 、くしゃみが連発し、
とめどもなく鼻水が流れ出し、轟詰まりで仕事や勉強に集中

できない。 夜は眠れない。 自にはかゆみがあって涙が出る。
スギ花粉症を疑って下さい。 度かかると毎年発症するので
諦め顔の患者さん、初めて発症して驚いて駆け込んでくる患

者さんといろいろです。
花粉症とは、花粉が原因のアレルギーで2~3月のスギは

あまりにも有名ですが、ヒノキ 、イネ科、キク科など、植生によ
り地域で特徴ある多種の花粉が原因となります。 スギ花粉症
の患者さんは年々増加していて、国民の4~5人に1 人くらい

いるのではないかといわれています。 空気の汚染や植林で花
粉の量が増えたことが原因と考えられています。
花粉症て・は薬による治療が中心となリます。 最近の抗アレ

jレギ一剤はよく効くようになり、眠気などの副作用も少なく
なっています。 花粉の本格的飛散が始まる2週間くらい前(1 
月末か2月初め)から服用をはじめ、鼻の粘膜の過敏性を抑え
ておくことが大切です。 症状が出てから慌てて用いても効き
が悪いようて・す。 症状の強い日には、抗ヒスタミンン剤やステ
ロイドの点鼻薬(鼻に噴霧する薬)は即効性があります。
外出時には花粉症用のマスクを用いてください。 帰宅時

のうがい 、鼻洗い(温めの薄い食塩水を用います)には効果が
あるから試してみて下さい。 唯一の根本治療とされる減感作
療法は症状の無い時期にも注射に通院しなければならない
ので、あまり行われなくなりました。

最近よく行われるようになったレーザー治療は根本的な

治療法と期待している方がいらっしゃいますが 、対症療法と
考えたほうが良く 、その適応は十分に耳轟科医と相談してか

ら受けられることをお勧めします。

今年のスギ花粉の飛散量は例年より多いと予想されてい
ます。 早めに薬の服用を始めて下さい。

耳鼻咽喉科医師八木拓

命
広報かわうち



町の動き
( 1 月 1 EI 現在)

人 口 11 ， 331 人 (- 6 人 )

男 5 ， 358 人 (+ 2 人)

女 5 ， 973 人 (- 8 人 )

世帯数 3 ， 959戸 (- 2 戸 )

戸籍の窓
( 12月受付 分 ・敬称略)

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主 l 

惣凹谷上 八木明11['1 82 12.4 八木明IIj!ì

目 1)之内 佐伯美保 51 12.6 佐伯孝二

=ロ1= ノゐ、 菅野長雄 78 12.7 '�:rll'j" 長雄

)ll匀靖 大野菊tJt 82 12.9 大tl!j" 耳'ij珂t

旦之上 橋l奮 Wl'.li= 88 12.11 f品j蕊和美

{呆免 -j'j'!J!Ï'正次郎 95 12.13 'i~r !J!ï' 延南tJt

則之内 熱庇1 ti~見 52 12.1'1 ず'!\!'El :fj~見

天神住宅 久保絢子 58 12.20 久保絢子

tili滋 7t. lLJ ク マコ 82 12.21 花山久次

ﾊf1' ノ、 大下サト子 67 12.27 大下 一馬
」一一

交通事故の発生状況

発生 36 

死者 o 
傷者 I 45 

- ゆずり愛心で走ろう

・ その違反 小さな障が見つめてる

表紙の写真

l 月 14 日、成人の日の記念撮影でのひと

こまです。全国各地で“荒れる成人式"が

幸R じられる昨今ですが、川内町の成人式は、

皆さん立派で清々しいものでした。

広報かわうち

健康センターから 一一

0育児相談

日時 2月 2 1 日 (木) 受付午前9時~ 10時

I曇所 健康センター 11暗

対象児 平成13年7月 ・ 8月 平成12年12月-平成13年l 月 生

まれの乳幼児 (生後6 ・ 7 ヶ月 、 1歳1.2 ヶ月 )

内容 身体計測、 発達チエ Y ク 、 育児相談、栄養相談

持参品 母子健康手111.長、アンケー卜 (事前に送付しま す。)

O育児学級

日時 2月 2 1 日 (木) 受付 午後l時~2時

場所 健康センタ- 11措

対象児 平成 13年10月 . 11 月 3月 .4月 生 まれの乳児

(生後3 ・ 4 ヶ月、 10 ・ 11 ヶ月)

内 容 身体計測、発達チ ェ y ク、小児科診察、 育児相談、

栄養相談

持参品 聞子健康手帳、アンケート (事前に送付しま す。 )

03歳児健康診査

日時 2月初日(火) 受付 午後l時 ~ 2時

場所 健康センター 2階

対象児 平成10年6 ~ 8生まれの幼児

(3歳6 ヵ月 ~ 8 ヵ 月児)

内 容 身体計測、問診、小児科診察、 歯科診察、 栄養指

導、 保健指導

持参品 母子健康手帳、アンケート (事前に送付します。)

O乳幼児相談
日時 毎週水曜日 午前9時~ 12時

場所 健康センター l階

内容 身体計iQlJ 、 育児相談

持参品 母子健康手11長

IIl嘩意調
0いきいき健康講座⑨

「生活習慣病としての心臓病j

~その注意点と治療の進歩~
日時 2月 18 日(月) 午後l時30分~3時

場所 健康センター 2 1惜

講師 国立療養所愛媛病院循環器科大谷敬之先生

かそかずたのとのにのま

。 んなれ時か o 8 全運け(編4量集記 、j な 幸に の、同 8 国勢に
時せせ神こ時 7 のも初
代をよ頼の多発 5 初大士 詣
で願、み不 万諸口で
は つ み H 景 テ人 客でひき 迎か
なてんか気ロだはしい 、え無 今

いいな のがつ 、たた ー る 事年

でる
、

~IこI Jig た過 。 お安こにも

し さ ，響 と去ちみ心と新な
よ さ 。 困しの最~ なく 。 が年ん
つ ゃいった こ みじおでをと

ぬ
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の身本
参妙

‘ 道見
を神
行社
く

九総
騎 lブ
のや 砂
二き

勝造
妙り
見の
神
社
本
殿

全
身

白
く
化

海粧
上が
のさ

4 化れ
粧て
地い
蔵る

••••••••••••• 

イじ
ま粧 砂
つ地
う蔵
れが
て
い
る
お
ムM‘

星

滑
川

の
海
上
と
い
え
ば

、

思
い
浮
べ
る
の

が
H

滑
川
渓
谷
H

で
す
が

、

す
ぐ
近
く
の

小

高
い
山
に
町
内
に

一
体
し
か
な
い

化
粧
地
蔵

海
上
の
化
粧
地
蔵
と
九
騎

の
ま

つ
ら
れ
た
お
堂
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
お

堂
は
寛
政
三
年

、

約
二
百
十
年
前
、
長
州
大

工
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い

ま

す
。

ま
た

、

こ

の
お
堂
に
は

、

建
立
す
る
際
に
集
ま
っ
た

と
思
わ
れ
る
寄
間

板
も
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

今
回
は

、

少
し
足
を
の
ば
し
て
九
騎
の
三

幹
妙
見
神
社
も
探
索
し
ま
し
た

。

こ

の
神
社

は
、

本
殿

一
間

の
け
や
き
流
造
り
で

、

木
造

の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と

、

本
殿
の
手
前
に
め
ず

ら
し
い
い
ろ
り
の
あ
る
拝
殿
が
あ
り
ま
す
。

年
越
し
な
ど
の
際
に
は

、

現
在
で
も
近
所
の

人
が
集
ま
り

、

い
ろ
り
を
囲
ん
で
過
ご
し
て

い
る
そ
う
で
す
。


